
● 熱中症は、「早期の適切な対処」ができないと生命に関わることがある疾病です

●「早く気づく・気づける、誰もがいつでも適切な対処ができる」体制を作りましょう

● 適切な対処には、熱中症をよく知ること、労働者への教育が重要です

● リスク低減のため、作業環境管理、作業時間の管理、休憩の確保に努めましょう

● 作業場所の熱中症のリスク把握には【ＷＢＧＴ値（暑さ指数）】を利用しましょう

●「熱中症予防管理者講習」受講者から「熱中症予防管理者」を選任しましょう
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2026年の夏も気温が高い傾向が続くと予報されています。職場における熱中症対策について厚生

労働省では、昨年６月施行の改正労働安全衛生規則 による措置の義務化、さらに、本年3月には最新

の知見を踏まえた「職場における熱中症防止のためのガイドライン」を新たに公表しています。

本キャンペーンは、熱中症対策の重要性や具体的防止対策について西濃地域の事業場に広く周知し、

規則に定める措置の徹底、新ガイドラインに定める措置の推進により、熱中症の予防、熱中症に罹患し

た場合の早期発見・重症化ゼロを目指すものです。

－熱中症重症化

Zero へ－
2026（令和8）年 5月1日～9月30日

ゼロ災継続ＣＨＵたろう

● 岐阜県内における熱中症による休業

     4日以上の被災者数は、夏季の気温

     上昇にともない増加を続けています。

●  死亡者は2019年以降発生していま

     せんが、休業人数の中には命は取り

     留めたものの、将来にわたり臓器に

     障害を残す深刻な事例も含まれてい

ます。

● 近年死亡者が発生していないのは、

    早めの医療機関受診をはじめ、「早期

    に適切な対処が行われていること」に

    よるものと考えられます。
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大垣労働基準監督署 （一社）大垣労働基準協会

岐阜県内の熱中症発生状況
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4日未満

69名 88%

4日以上

9名

12%

【休業日数別被災者数】

製造業

26名 33%

(2)

建設業

25名 32%

(2)

運輸交通業

10名 13%

(2)

清掃業 4名 5%

保健衛生業

3名 4%

商業

3名 4%(1) その他

7名

(2)

9%

【業種別被災者数】

()は休業4日以上の内数
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【発生月別の被災者数】

（ ）は休業4日以上の内数
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【発生時間帯別の被災者数】

( )は休業4日以上の内数
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屋外 40名

51%（２）

屋内

35名 51

％（６）

屋外＋屋内

３名 4%（１）

【作業場所別被災者数】

()は休業4日以上の内数

20代

21名 27%

(2)

30代 14名

18%

(2)

40代 17名

22% (1)

50代 14名

18% (1)

60代以上

12名 15%

(3)

【年代別被災者数】

（）は休業4日以上の内数

西濃地域の熱中症発生状況（2 0 2 5年）
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熱中症とは
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ḭ ṡ ṕ ṖṢṡ Ṣṡ Ṣ ￼ךּ צּפּ קּ ךּ ḭקּ

ḭ ︣ ︣Ḯ

צּ ︡ ︣Ḯ ḭ

Ṅ ︣ כֿ טּצּ ḭ ︡ אל︣ קּ טּצּ ︣Ḯ

重症度 症 状 手 当

Ⅰ度 水分が自力摂取でき短時間で症状が回復する
めまい、立ちくらみ、生あくび、筋肉痛、こむら返り

 意識ははっきりしており、意思疎通が十分にできる

現場で対応可能
作業中断・涼しい場所で休憩、

経口補水液の摂取

Ⅱ度 医療機関で点滴等が必要
頭痛、嘔吐、倦怠感、虚脱感、集中力・判断力の低下

Ⅰ度の症状が短時間で改善しない

医療機関に搬送

点滴等の対応が必要

Ⅲ度 救命救急機関での集中治療が必要
意識レベル低下、全身けいれん、臓器（肝臓、腎臓、脳等）の障害

入院治療
 救急車到着までの可能な限り

積極的に体表冷却

Ⅳ度 救命救急の専門機関での救命救急治療
深部体温40℃以上（明らかな皮膚熱感）

入院治療

ǀ ʴ ȪȢɇɧȢɱ2024 ӣἶ̝ȏȑǁל

熱中症の症状・分類・手当

軽 度 中 等 度 重 度
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熱中症発症時の症状

ẇ ḭ וֹ ︣ כֿ ︣Ḯ

ḭṡ פּ כṢֿלּ צּ ︣Ḯ

ẇ ṡ ḭּ︣ת ḭ שּ ךּ︡ ḭ שּ ︣Ṣ ḭ

￼ צּ קּ נּ ︡ Ḯלּ
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西濃地域の熱中症被災者からその実際の症状をまとめました 



2025ṕ ỉṖ Ỉ 1 צּ אל ḭ ףּ טּצּ שּ ḭוֹ

︢ḭ פּ ︣ כֿ ḭ ︣ ṡ ḱ ḱ

Ṣּצ וֹ ︡ Ḯ

כֿ ḭṡ צּ Zero ￼ קּ פּ ︣ כֿ Ṣ בֿ כֿ צּ

ךּ ︣Ḯ

労働安全衛生規則に定められた職場における熱中症策

ṥ Ṧ

周知方法には、
掲示、メール、文書配布等があります

ＷＢＧＴ値 （ 暑さ指数 ）の把握と活用対 策 １
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    ẇ ḭֿכ

    ẇ פּ ḭ

ṥ ︢ WBGT Ṧ

WBGT（暑さ指数）とは
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ẇ צּ ךּ צּ ḭ צּ ︣ כֿ פּ ḭ

ỢọỒở ︡ שּ ︡ ךּ ︣Ḯ

ẇ ︣ ḭ פּ טּ ḭ

כֿ קּ ךּ ỢọỒở צּ ︣Ḯ

צּ ḭ￼קּ
WBGT פּ︡ אל
Ḯךּ

【ＷＢＧＴ指数計】

ṥ ︣ ︡ ךּ ךּ ḭ ︢ ךּ ךּ
Ṧ

ⱧỘ π︡Ϥ Ϛάρ

ẑ Ṭ
Ṭ ︣
Ṭ ︣

4



5

ṥ ṇ Ṧ

ẇ כḭֿקּפּ פּ אל ḭ אל כֿ

אל     ︣Ḯֿכ ṡ 100ml אל כֿ צּ קּ ḭ 1ṹ בֿ

כֿ     צּ קּ Ṣ ḭ 95Ṿ כֿ ︡ ךּ ︣Ḯ

ẇ וֹפּשּ ḭ ךּ אל כֿ צּ ︣Ḯ

ẇ אל ḭ פּ נּ ︣Ḯ

ẇ 4 פּ ḭ שּ שּ וֹפּ צּ ︡ ︣Ḯ

ẇ צּ קּ לּ ︡ ︡ Ḯלּ
ṕ ḭ ṇ 100Ṍ200Ỳự/ Ṗ

ẇ ṡ Ṣ ︡
︡ Ḯלּ

ẇ ḭ ︡ ︡ Ḯלּ

ẇ פּ ṕ ṇ ṇ ṇ
    Ṗḭṡ ṇ Ṣ טּצּ
    ︣Ḯ

ⱧỘ π︡Ϥ Ϛάρ

水分・塩分の摂取対 策 ３

計画的な暑熱順化 （ 暑さ慣れ ）プログラムの実施対 策 ２

ḭּט ︢פּ
︡ḭ

פּ ︣

˲ꜛ τ Ӫ˂˳

脱 水 時 は 、 水 分 と と も に 適 量 の 塩 分 を と る こ と が 重 要

休憩場所の整備対 策 ４

ẇ פּ פּ קּ וֹ ︡ Ḯלּ

ẇ ḭוֹ 24Ṍ26ṹ ︡ ︡ Ḯלּ
ṕ24ṹ צּ ︡ḭּנּפ צּ בֿ כֿ טּצּ ︣ḮṖ

ẇ ḭ ḭ ḭ ḭ
︡ ︡ Ḯלּ

ẇ ṇḭ ḭ ︣ כֿ צּ

︣Ḯ



熱中症の発症に影響するおそれのある疾病等

高血圧症、心疾患、脳血管疾患、糖尿病、腎疾患、甲状
腺疾患、血液疾患、精神・神経疾患により自律神経に
影響のある薬を服用している者

ẇ ︣ טּצּ ךּ ḭ
ךּ צּ ︣

ẇ ḭ קּ צּ
ךּ ךּ צּ ︣

ẇ ︡ ḭ ḭ ḭ ḭךּ
ḭ קּ צּ שּ ḭ

ךּ ︡ Ḯלּ

健診結果、持病等への配慮対 策 6

ⱧỘ π︡Ϥ Ϛάρ

対 策 8 熱中症予防管理者の選任・社内教育

ṡ Ṣ ḭ ךּ ︣ כֿ צּ ︣Ḯ

ẇ

ṡ וֹףּ Ṣ אל ṡ

Ṣ ︡ḭ פּ ṡ Ṣ ︡ ︡ Ḯלּ

ẇ

ḭ וֹףּ ḭ ḭ ḭ

לּ ḭ ךּ ḭ

לּ ךּ ︣Ḯ

ẇ

ṡ שּ ḱשּ וֹ ḭ ךּצּ צּ קּ Ṣ שּ ḭ

ḭ ︣ ךּ ︡ לּ

˗ ḹКǮǵҥϐ ᾍ ǵ ʴ ˔
ǵǦȈ 30 ѝǵҲ ș̸ ǞȅǞ
ǦƳ˗ ḹКǮǵ ʹǲǛ ǖǧǜǋƳ

 ǚǵɏɱɓɪɁɆǵɅɶȽȉ ǞǭǋȅǠ
ӲҘ Ή ͪβ ֻ ȹɱȽɶ

ṥ2026 Ṧ
ệ 28 ṕ Ṗ13 Ṍ
Ỉ 16 ṕ Ṗ13 Ṍ

 Ḳ ṇ 
  ḭ ḭ

ṇ ṇ  ἲ 

ẇ ḭ צּ ךּ צּ קּ ṡ ṕ ṖṢ
︡ ︡ Ḯלּ

ẇ שּ קּ ḭṡ Ṣ
︡ ︡ לּ

対 策 7 連絡体制の整備

ˑσ ΥΚϥθϛʺ τ
ΚμθϜχϬ♯ΰοϙϘΰϡΞʻ

˲ϳϴϯжУиДНϱІχ ˳

服装等対 策 ５

ẇ ḭ ךּ ḭ ḭ ︡ ︡ Ḯלּ

ẇ קּ ḭ ︡ ︡ Ḯלּ

ẇ ḭ ḭ לּ
︡ ︡ Ḯלּ
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□ 仕事前日の飲酒は控えめに רּ︣ ṇ ︣Ḯ
Ḯ

□ ぐっすり眠る ︡פּ ḭוֹ ︡ ︡ Ḯלּ

□ よく眠れたか צּ ︡ ︣Ḯ

□ 食事をしたか קּ ︣Ḯ ḱ ṡ1 3 Ṣ
︡ Ḯלּ

□ 体調は良いか טּ ṡ Ṣ ︡ ︡ Ḯלּ

□ 二日酔いしてないか ךּ ḭ ︣Ḯ

□ 服装や予防グッズの確認 ṕ Ṗ ︡ Ḯלּ

 □ 水分・塩分の補給 צּ אל פּפּצּ ︣Ḯ צּ שּ כֿ Ḯ                           

□ こまめに休憩 ṡּט ︡ Ṣṡ פּךּ︡ Ṣ ḭ ךּ ︡ ḭצּ︣

︡ Ḯלּ קּ וֹ ︡ ︡ Ḯלּ

□ 単独作業を避け、声を掛け合う שּ ḭוֹפּ

ḭלּ צּ ךּ לּ

בֿ ︡ Ḯלּ  

□ 皮膚をつまみ上げて「脱水状態」チェック

□ 爪押しで「隠れ脱水症」チェック

□ 尿の色で「脱水状態」を確認

Υ︡Ϥיּ Ϛάρ

︢ תּ︣ ︡ ︡ Ḯלּ
וֹ  ṡ ךּ Ṣלּ ︣ כֿ וֹ ︡  Ḯלּ

ṥ ṡ Ṣ וֹ Ṗ
בֿ

︡ḭ 2
פּפּ ṡ Ṣ טּךּ
Ḯ ︡ Ḯךּ︣

ṡ Ṣ

熱中症予防セルフチェック (労働者用）

ṡ Ṣ

Ḯ
︡

ḭ פּ
צּ
3 פּפּ
ṡ Ṣ ︡כֿ
ךּ טּ Ḯ
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︡

熱中症の応急手当について

לּ

ṿỉểểị

ḭ צּ

【医療機関搬送を迷う場合】

צּ  קּ ḭ

   ễ צּ קּ

ḱ צּ קּ ︡ ךּ

ḱ ḱ צּ שּ קּ ךּ

ḱ צּ פּ ︡ ךּ

ṕ ṡ לּפֿ 5  Ṣ Ṗ

תּ︣ ἲ ṕ נּ ḭ Ṗ
ἲ ἲ   ἲ

ẇ ḭ

ẇ ḱ ḭ צּ ḭךּ צּ ךּ תּ︣

ḭ ḵ
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